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解
説　

新
学
習
指
導
要
領

1

23

二
〇
三
〇
年
の
社
会
を
見
据
え
て

—

学
習
指
導
要
領
改
訂
の
背
景

　

今
回
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
背
景
に
つ
い

て
、
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
（
二
〇
一
六
年

十
二
月
・
以
下
「
答
申
」）
で
は
、
現
在
の
子
ど

も
た
ち
が
社
会
人
と
な
る
二
〇
三
〇
年
を
念
頭
に

置
き
、「
社
会
の
変
化
は
加
速
度
を
増
し
、
複
雑

で
予
測
困
難
」
と
し
た
う
え
で
、「
社
会
の
変
化

に
い
か
に
対
処
し
て
い
く
か
と
い
う
受
け
身
の
観

点
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
難
し
い
時
代
に
な
る
」

と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

欧
米
の
研
究
者
に
よ
る
と
、
将
来
、
子
ど
も
た

ち
の
六
五
％
は
、
現
在
存
在
し
て
い
な
い
職
業
に

就
く
こ
と
に
な
っ
た
り
、
今
後
十
〜
二
十
年
程
度

　

次
項
で
は
、
❶
❷
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
を
解
説
し
ま
す
。

「
見
方
・
考
え
方
」
を
踏
ま
え
た

指
導
を —

国
語
科
は
ど
う
変
わ
る
の
か

　

ま
ず
、
構
成
上
で
現
在
の
学
習
指
導
要
領
と
大

き
く
変
わ
っ
た
の
は
、「
目
標
」
と
「
内
容
」
で

す
。
前
項
で
述
べ
た
「
❶
何
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
か
（
資
質
・
能
力
）」
を
次
の
三
つ
の
観
点
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
目
標
が
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

・
知
識
及
び
技
能

　

・
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

　

・
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

　

ま
た
、「
内
容
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に

二
本
柱
で
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
際
の
学
習
内
容
・
指
導
事
項
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
学
習
指
導
要
領
と
大
幅
な
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
言
語
能
力
の
育
成
と
い
う
点
で
、

大
き
く
五
つ
の
改
善
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

価
値
を
創
造
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
ざ
し

て
い
ま
す
。

「
学
び
の
地
図
」
の
提
示

—

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
理
念

　

こ
の
よ
う
な
背
景
に
基
づ
き
、
新
し
い
学
習
指

導
要
領
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
創
り
出
す
子

ど
も
た
ち
が
学
校
教
育
を
通
じ
て
身
に
つ
け
る
べ

き
資
質
・
能
力
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
し
た
「
学

び
の
地
図
」
と
し
て
の
枠
組
み
づ
く
り
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
教
育
課
程
が
、
学
校
と
社

会
や
世
界
と
の
接
点
に
な
り
、
現
在
の
子
ど
も
の

教
育
と
未
来
と
を
つ
な
ぐ
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
う
し
た
改
善
の
た
め
に
、
答
申
で
は
六
つ
の

ポ
イ
ン
ト
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は

直
接
国
語
科
の
指
導
に
関
わ
る
次
の
三
点
を
挙
げ

て
お
き
ま
す
。

❶
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か（
資
質
・
能
力
）

❷
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
（
学
習
・
指
導
方
法
）

❸
何
が
身
に
つ
い
た
か
（
学
習
評
価
）

　

❶
は
、
従
来
の
「（
子
ど
も
が
）
何
を
知
っ
て

い
る
か
」「（
教
師
が
）
何
を
教
え
る
の
か
」
か

ら
大
き
く
転
換
し
て
い
ま
す
。「
何
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
」
は
、
言
い
換
え
れ
ば
「（
国
語
を
）

何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
」「（
国
語
を
学
ん
で
）
ど

ん
な
力
が
身
に
つ
く
の
か
」
と
い
う
教
科
の
意
義

を
明
確
化
し
た
も
の
で
す
。

　

国
語
科
に
お
い
て
は
、「
自
分
の
思
い
や
考
え

を
深
め
る
た
め
、
対
象
と
言
葉
、
言
葉
と
言
葉
の

関
係
を
、
言
葉
の
意
味
、
働
き
、
使
い
方
等
に
着

目
し
て
捉
え
、
そ
の
関
係
性
を
問
い
直
し
て
意
味

付
け
る
こ
と
」
を
「
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
」

と
位
置
づ
け
、
教
科
の
本
質
的
な
意
義
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
説
明
的
な
文
章
を
読
む

と
き
、
社
会
科
や
理
科
な
ら
ば
書
か
れ
て
い
る
内

容
を
理
解
す
る
と
こ
ろ
ま
で
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

国
語
科
で
は
、
内
容
が
ど
う
論
理
的
に
表
現
さ
れ

て
い
る
か
、
ど
う
書
か
れ
て
い
る
か
ら
わ
か
り
や

す
い
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

で
現
在
の
仕
事
の
半
数
近
く
が
自
動
化
さ
れ
た
り
、

人
工
知
能
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
り
す
る
と
い

う
「
未
来
予
測
」
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

現
在
の
学
校
で
の
学
び
が
、
は
た
し
て
こ
れ
か
ら

の
社
会
で
通
用
し
て
い
く
の
か
、
と
い
う
大
き
な

問
い
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
学
校
現
場
の
現
実
的
な
問
題
と
し
て
、

学
力
格
差
の
広
が
り
と
い
う
こ
と
も
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
学
力
低
位
の
子
ど
も

を
い
か
に
す
く
い
上
げ
て
い
く
か
は
、
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
こ
う
し
た
時
代

の
流
れ
の
中
で
、
子
ど
も
一
人
一
人
が
未
来
の
創

り
手
と
し
て
、
決
ま
っ
た
答
え
の
な
い
課
題
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
新
し
い

こ
れ
か
ら
の
国
語
科
の
役
割
と
指
導
方
法
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前
回
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
か
ら
約
十
年
。
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
動
し
、

さ
ら
に
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
で
は
対
応
で
き
な
い
課
題
が
生
じ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
を
受
け
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
は
、
ど
ん
な
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
い

る
の
か
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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切
に
な
り
ま
す
。

⑸ 

言
語
活
動
例
の
整
理
・
系
統
化

　
︻
知
識
及
び
技
能
︼
と
︻
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等
︼
は
言
語
活
動
を
通
し
て
身
に
つ
け
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
は
、
現
在
の

学
習
指
導
要
領
の
考
え
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
改
訂
で
は
、
左
ペ
ー
ジ
の
「
言
語
活
動

例
一
覧
」
に
あ
る
よ
う
に
、言
語
活
動
例
を
整
理
・

系
統
化
し
、
現
場
の
負
担
軽
減
と
と
も
に
、
創
意

工
夫
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
改
善
し
て
い
ま

す
。

　

⑴
〜
⑸
の
項
目
は
、
国
語
科
の
「
見
方
・
考

え
方
」
で
あ
る
、「
対
象
と
言
葉
、
言
葉
と
言
葉

の
関
係
を
、
言
葉
の
意
味
、
働
き
、
使
い
方
等
に

着
目
し
て
捉
え
、
そ
の
関
係
性
を
問
い
直
し
て
意

味
付
け
」
な
が
ら
言
葉
へ
の
自
覚
を
高
め
る
た
め

の
改
善
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、

先
生
方
に
は
、
必
ず
し
も
大
幅
な
方
向
転
換
を
迫

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
国
語
科

の
「
見
方
・
考
え
方
」
を
踏
ま
え
、
言
語
活
動
を

よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
言
葉
へ
の
自
覚
を
高

め
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向

け
て
ご
尽
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

を
活
用
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

⑶
「
考
え
の
形
成
」
の
重
視

　
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」「
読

む
こ
と
」
の
全
て
の
領
域
で
、
学
習
過
程
の
中
で

「
自
分
の
考
え
の
形
成
」
を
図
る
こ
と
が
明
確
化

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、現
在
の
教
科
書
で
も
、「
自

分
の
考
え
を
も
と
う
」（
学
習
の
手
引
き
）
な
ど

で
触
れ
て
い
る
こ
と
で
す
の
で
、
よ
り
意
識
的
に

指
導
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑷ 

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

　

答
申
ま
で
の
段
階
で
は
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
視
点
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
も
の
で

す
。
前
項
で
述
べ
た
「
❷
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
「
主
体
的
・
対
話
的
」
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程

度
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
が
、「
深
い

学
び
」
が
少
し
捉
え
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
具
体
的
に
い
う
と
、
例
え
ば
物
語
を
読

む
学
習
で
は
、
た
だ
ス
ト
ー
リ
ー
を
追
う
だ
け
で

な
く
、題
名
、人
物
、場
面
、心
情
な
ど
、読
み
取
っ

た
こ
と
の
関
係
性
を
よ
り
多
く
発
見
し
、
読
み
方

に
つ
い
て
自
覚
し
て
い
く
学
び
の
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、教
科
書
の
巻
末
折
込
「
文
学
的
（
説

明
的
）
な
文
章
を
読
む
た
め
に
」
を
使
い
な
が
ら
、

読
み
の
観
点
を
常
に
意
識
さ
せ
て
い
く
指
導
が
大

⑴ 

語
彙
指
導
の
系
統
化

　
︻
知
識
及
び
技
能
︼
で
は
、
小
・
中
九
年
間
を

通
し
て
語
彙
指
導
が
系
統
化
さ
れ
ま
し
た
。
中
学

校
は
、「
事
象
や
行
為
、
心
情
を
表
す
語
句
」（
一

年
）、「
抽
象
的
な
概
念
を
表
す
語
句
」（
二
年
）、「
理

解
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
た
め
に
必
要
な
語

句
」（
三
年
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
話
や
文
章
の

中
で
使
い
な
が
ら
自
分
の
言
葉
と
し
て
使
い
こ
な

せ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
語
感
を
磨
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
語
彙
指
導
は
、

現
在
の
教
科
書
で
は
、「
感
想
を
表
す
言
葉
」（
一

年
Ｐ
295
）、「
感
情
を
表
す
言
葉
」（
二
年
Ｐ
292
）、「
抽

象
的
な
言
葉
」（
三
年
Ｐ
273
）
を
使
い
な
が
ら
整
理

し
、
さ
ら
に
「
続
け
て
み
よ
う
」（
一
年
Ｐ
24
、
二
・

三
年
Ｐ
14
）
な
ど
を
利
用
し
な
が
ら
充
実
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

⑵ 

情
報
の
扱
い
に
関
す
る
項
目
の
設
定

　

同
じ
く
︻
知
識
及
び
技
能
︼
に
、「
原
因
と
結
果
」

「
意
見
と
根
拠
」「
具
体
と
抽
象
」
な
ど
の
「
情
報

と
情
報
と
の
関
係
」
や
、「
比
較
や
分
類
」「
関
係

付
け
」
な
ど
の
「
情
報
の
整
理
の
仕
方
」
に
関
す

る
項
目
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
技
能
を
養
う
に
は
、
例
え
ば
、
説
明
的
な

文
章
で
は
、
文
章
中
の
情
報
の
関
係
を
視
覚
的
に

捉
え
て
整
理
さ
せ
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど
I
C
T
機
器

■ 言語活動例一覧

小学校１・２年 小学校３・４年 小学校５・６年 中学校１年 中学校２年 中学校３年
Ａ　話すこと・聞くこと

ア 紹介や説明，報告な
ど伝えたいことを話
したり，それらを聞
いて声に出して確か
めたり感想を述べた
りする活動。

説明や報告など調べ
たことを話したり，
それらを聞いたりす
る活動。

意見や提案など自分
の考えを話したり，
それらを聞いたりす
る活動。

紹介や報告など伝え
たいことを話したり，
それらを聞いて質問
したり意見などを述
べたりする活動。

説明や提案など伝え
たいことを話したり，
それらを聞いて質問
や助言などをしたり
する活動。

提案や主張など自分
の考えを話したり，
それらを聞いて質問
したり評価などを述
べたりする活動。

イ 尋ねたり応答したり
するなどして，少人
数で話し合う活動。

質問するなどして情
報を集めたり，それ
らを発表したりする
活動。

インタビューなどを
して必要な情報を集
めたり，それらを発
表したりする活動。

互いの考えを伝える
などして，少人数で
話し合う活動。

それぞれの立場から
考えを伝えるなどし
て，議論や討論をす
る活動。

互いの考えを生かし
ながら議論や討論を
する活動。

ウ 互いの考えを伝える
などして，グループ
や学級全体で話し合
う活動。

それぞれの立場から
考えを伝えるなどし
て話し合う活動。

Ｂ　書くこと
ア 身近なことや経験し
たことを報告したり，
観察したことを記録
したりするなど，見
聞きしたことを書く
活動。

調べたことをまとめ
て報告するなど，事
実やそれを基に考え
たことを書く活動。

事象を説明したり意
見を述べたりするな
ど，考えたことや伝
えたいことを書く活
動。

本や資料から文章や
図表などを引用して
説明したり記録した
りするなど，事実や
それを基に考えたこ
とを書く活動。

多様な考えができる
事柄について意見を
述べるなど，自分の
考えを書く活動。

関心のある事柄につ
いて批評するなど，
自分の考えを書く活
動。

イ 日記や手紙を書くな
ど，思ったことや伝
えたいことを書く活
動。

行事の案内やお礼の
文章を書くなど，伝
えたいことを手紙に
書く活動。

短歌や俳句をつくる
など，感じたことや
想像したことを書く
活動。

行事の案内や報告の
文章を書くなど，伝
えるべきことを整理
して書く活動。

社会生活に必要な手
紙や電子メールを書
くなど，伝えたいこ
とを相手や媒体を考
慮して書く活動。

情報を編集して文章
にまとめるなど，伝
えたいことを整理し
て書く活動。

ウ 簡単な物語をつくる
など，感じたことや
想像したことを書く
活動。

詩や物語をつくるな
ど，感じたことや想
像したことを書く活
動。

事実や経験を基に，
感じたり考えたりし
たことや自分にとっ
ての意味について文
章に書く活動。

詩を創作したり随筆
を書いたりするなど，
感じたことや考えた
ことを書く活動。

短歌や俳句，物語を
創作するなど，感じ
たことや想像したこ
とを書く活動。

Ｃ　読むこと
ア 事物の仕組みを説明
した文章などを読み，
分かったことや考え
たことを述べる活動。

記録や報告などの文
章を読み，文章の一
部を引用して，分
かったことや考えた
ことを説明したり，
意見を述べたりする
活動。

説明や解説などの文
章を比較するなどし
て読み，分かったこ
とや考えたことを，
話し合ったり文章に
まとめたりする活動。

説明や記録などの文
章を読み，理解した
ことや考えたことを
報告したり文章にま
とめたりする活動。

報告や解説などの文
章を読み，理解した
ことや考えたことを
説明したり文章にま
とめたりする活動。

論説や報道などの文
章を比較するなどし
て読み，理解したこ
とや考えたことにつ
いて討論したり文章
にまとめたりする活
動。

イ 読み聞かせを聞いた
り物語などを読んだ
りして，内容や感想
などを伝え合ったり，
演じたりする活動。

詩や物語などを読み，
内容を説明したり，
考えたことなどを伝
え合ったりする活動。

詩や物語，伝記など
を読み，内容を説明
したり，自分の生き
方などについて考え
たことを伝え合った
りする活動。

小説や随筆などを読
み，考えたことなど
を記録したり伝え
合ったりする活動。

詩歌や小説などを読
み，引用して解説し
たり，考えたことな
どを伝え合ったりす
る活動。

詩歌や小説などを読
み，批評したり，考
えたことなどを伝え
合ったりする活動。

ウ 学校図書館などを利
用し，図鑑や科学的
なことについて書い
た本などを読み，分
かったことなどを説
明する活動。

学校図書館などを利
用し，事典や図鑑な
どから情報を得て，
分かったことなどを
まとめて説明する活
動。

学校図書館などを利
用し，複数の本や新
聞などを活用して，
調べたり考えたりし
たことを報告する活
動。

学校図書館などを利
用し，多様な情報を
得て，考えたことな
どを報告したり資料
にまとめたりする活
動。

本や新聞，インター
ネットなどから集め
た情報を活用し，出
典を明らかにしなが
ら，考えたことなど
を説明したり提案し
たりする活動。

実用的な文章を読み，
実生活への生かし方
を考える活動。


